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Maloryの‘Taleof Gareth’ 

ーーその構造・意味・性格描写一一

高官利行

Sir Thomas Maloryの LeMoγte Darthurのうち， EugeneVinaver 

編集の第四の物語（Caxton版第七巻）‘TheTale of Sir Gareth of Orkney 

That was Called Bewmaynes’1 （以下‘Taleof Gareth’と略称する）

に関しては， 作者が直接典拠とした作品がまだ発見されていない2。 この

物語の主人公 Garethは， Arthur王宮廷の悲劇に直接には関与していな

¥,, 、。しかし， Garethの不慮の死は， 悲劇の元凶となった Lancelot と

Gawainの確執を生み出す原因となった。 Lancelotが愛する王妃 Guine-

vereを火刑台から救い出そうとして，誤って無防備の Garethを斬殺し

てしまい，弟思いの GawainのLancelotに対する復讐心を異常な程に煽

りたてる結果となったのであるo LancelotとGareth,GawainとGareth,

この各々の関係は， MorteDm幼urの終末で明瞭な形をとって表面にあ

らわれる 30 だがその端緒はこの‘Taleof Gareth’の中に既に示されて

いる。この点で Maloryは，後の catastropheをより効果的に準備する

ために，‘Taleof Gareth’の sourceを縦横に駆使しながら，作者自身

の意図を盛り込み， Garethの characterizationに成功している。

Morte Dm幼ur全体の枠組の中に占める‘Taleof Gareth’の位置，

あるいは Garethの果す役割については， WilfredL. Guerin等の論文が

あり，詳しくはそれらに譲ることにして，拙稿では‘Taleof Gareth’に

限定して，その構造と意味，及び Garethの性格付けに関する Maloryの

意図を探ろうとするものである 40
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‘Tale of Gareth’は従来， Maloryの他の talesに比較して，まとま

りのある構造をもっ，いわゆる self-containednarrativeとして高い評価

を受けてきた。 Margaret Schlauchのように， この作品に， 近代的な

realismの手法による fictionの，先駆的な作品のひとつとしての価値を

認める学者もいる 50 なお， ‘Tale of Gareth’は LeBel Inconnu (c. 

1190), Wigalois (c. 1210), Lybeaus Desconus (c. 1350), Carduino (c.1375) 

と並んで，中世に広く分布した‘TheFair Unknown ’groupのひとつ

で，制作時期としては最も新しい作品である。この物語の筋はあらまし次

のようなものである。

Arthur王が宮廷で聖霊降臨節を祝っていると，若者がひとり素性を隠

して，粗末な格好で現われ，王に対して三つの要求を掲げる。最初の要求

が容れられて，若者は司厨長のKayにBeaumainsなどと口汚なくののし

られながらも，宮廷の皿洗いとして卑しい生活に甘んじる。ただ Arthur,

Lancelot, Gawainからは寵愛を受けるD そして一年後，若者は，暴君に

城を包囲された貴婦人を助けようとして，第二の要求どおり，官険が許さ

れる。彼は案内の乙女 Lyonetとともに宮廷を出立するが，まもなく，後

を追ってきた Kayと戦い，屈服させる。続いて Lancelotと戦って引き

分けにもちこんだ若者は，三番目の願いが叶えられて， Lancelotによっ

て騎士の位を与えられる。その後，若者は数々の官険を経て，黒・緑・赤

などの名のついた騎士達と戦って， 彼等を皆降伏させる。 また案内役の

Lyonetの軽蔑の言葉にも耐えしのぶが， 依然として自らの素性を明らか

にしないまま，遂には城の貴婦人 Lyonesを救出する。

ここで若者はようやく，自分がGawainの弟で， Garethof Orkneyで

ある旨を告げる。救い出した LyonesとGarethとの聞には，愛情が急速

に芽生える。その後，数々の試練を受けた Garethは，偶然にも長兄 Ga-

wainと戦って引き分け， Arthur王宮廷において， Lancelotに次ぐ気高

い騎士としての評価を受ける。 GarethとLyonesは Arthur王のもとで

結ばれて，盛大な結婚式が挙行され，それを祝う華麗な槍試合で，物語は

happy endingを逐げる。
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以上のように，物語の前半は Lyones救出の場面で，後半は Garethと

Lyonesの結婚で climaxを迎えるが， 構造としては， きわめて sym-

metricに作られている。すなわちこの物語は Arthur王宮廷における聖

霊降臨節の宴ではじまり， Arthur王宮廷における結婚式の祝宴で終る。

最初の Garethの三つの要求と対照的に，終りでは三日間に亘る tour-

namentがあるo また， Garethは戦いの続く長い試練の旅のはじめに

Lancelotと引き分け，終りに Lancelotと並ぶ勇者 Gawainと引き分け

る等々，全ての事件はこういった symmetryによって統一されている。

II 

‘Tale of Gareth’では，主人公 Garethは常に， Lancelot,Gawain, 

Tristram, Lamorakとし、った，円卓騎士団の中でもひときわ武勇の誉れ

高い騎士達と対比されている。例を LyonetのGarethへの会話の中から

とりだしてみる。

For and thou were as wyght as sir Launcelot, sir Trystrams or 

the good knyght sir Lamerok, thou shalt not passe a pace here 

that is called the Pace Perelus.’（Works, 308. 18-21)6 

この一連の騎士達に関する言及は随所にみられるが， Garethとのかかわ

りあいは，それぞれの騎士によって異なっている。特に Lancelot及び

Gawainの， Garethとの関係には注目すべき点が多L、。

Garethと Lancelotは，ともに邪悪な騎士の言動を黙って見過ごすこ

とのできない，正義感に燃えた騎士で、あり，一方女性に対しては常に礼節

をもって接する。 Lancelotは Garethの中に自己の分身， αlteregoを認

めるかのように，ほとんど異常ともみえる親しさと愛情を注ぎ込む。しか

もGarethは Lancelotによって騎士の位を授けられている。しかしなが

ら， Garethは Lancelotと異なり， adulteryには全く関与していない。

この点では， Garethは courtlyloverではなく， CharlesMoormanも

指摘するように virtuousloverといえよう。 Moormanは， Maloryが第

三の‘Taleof Launcelot’において， Lancelot-Guinevereの後の不義密
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通を暗示させるような兆候を示した後，それに続く‘Taleof Gareth’で

は，これと全く異なる次元の恋愛を取上げた点に着目して，次のようにい

っている。

This oft-repeated story is used by Malory as a commentary upon 

love and the behavior of lovers, the main purpose of which is to 

present a natural, untutored affection, very di仔erentfrom the 

artificial, conventionalized !'amour courtois.7 

LancelotとGuinevereの愛は Trist ramとIsoudeの愛と同じく， αmour

courtoisから発した不実の愛で、ある。これに対して GarethとLyonesの

愛は，真実の愛は結婚に結びつくという恋愛観に基づいている。この観念

は，‘Taleof Gareth’の終末近くの場面で繰返され，はっきりと， ‘hus-

band’と‘wife’とし、う単語が強調される。

and there the kynge asked his nevew, sir Gareth, whether he 

wolde have this lady as peramour, other ellys to have hir to 

his WY丘

‘My lorde, wete you well that I love hir abovyn all ladyes 

lyvynge.' 

‘Now, fayre lady，’ sayde kynge Arthure，‘what sey ye？’ 

' My moste noble kynge，’ seyde dame Lyonesse，‘wete you 

well that my lorde, sir Gareth, ys to me more lever to have 

and welde as my husbonde than ony kyng other prynce that is 

crystyned ; and if I may nat have hym, I promyse you I woll 

never have none. For, my lorde Arthure,' seyde dame Lyonesse, 

‘wete you well he is my fyrste love, and he shall be the laste ; 

and yf ye woll su伍rhym to have his wyll and fre choyse, I 

dare泊yhe woll have me.’ 
‘That is trouthe，’ seyde sir Gareth，‘and I have nat you and 

welde you as my wyff, there shall never lady nother jantylト

woman rejoyse me.’（Works, 359. 24-360. 5) 

これに続く結婚の場面について， Vinaverは従来のフランス語で、書かれた

Arthur王物語群とは相容れない性格をもっているとして， Maloryの
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original compositionの可能性を示唆している （Works,1441）が，上述

の場面なども作者自身による記述という可能性が強い。 しかも， Middle

Englishで、書かれた作品の中には，この結婚と結びついた男女間の恋愛を

歌い上げたものがみられる。例えば， BretonlayのSirOrfeo，‘The Fair 

Unknown ’groupのLybeausDesconus, Chaucerの‘Franklin’STale ’ 

などがある。

‘Tale of Gareth’の中で， Garethが SirPersaunteと戦って彼を破

り，慈悲を与えて命を許してやると， Persaunteが自分の娘を Garethの

寝室に送りこむ場面がある。この時の Garethの科白は，一方で，‘The

Fair Maid of Astolat，の sub-divisionにおける Lancelotの Elaineへ

の言葉 （Works,1089. 21-23. French sourceにはこの言葉はなし、）を想

起きせ，他方， SirGawain and the Green Knightの誘惑の場面におけ

る光景を思わせるものである。

‘God de妊endem~，’ seyde he，‘than that ever I sholde defoyle 

you to do sir Persaunte suche a shame! Therefore I pray you, 

fayre damesell, aryse oute of this bedde, other ellys I woll.’ 

‘Sir，’ she seyde，‘I com nat hydir by myne owne wyll, but 

as I was commaunded.’ 

‘Alas ！’ seyde sir Bewmaynes，‘I were a shamefull knyght 

and I wolde do youre fadir ony dysworshyp.’（Works, 315. 9-16)8 

Larry D. Benson は，‘Taleof Gareth’の中に SirGαwain and the 

Green Knightや他の MEの romancesを連想させる点が多いことから，

この作品を Maloryの‘most“English”romance’とみている%また，

この物語には SirIronside，すなわち RedKnight of the Red Landsと

いうかなり重要な騎士が登場するが， AuvoKurvinenや R.M. Wilson 

は， SirIronsideを主人公とした lostEnglish romanceが存在した可能

性を示しており，‘Taleof Gareth’についても，その sourceとして， ME

の作品があったのではなし、かとも考えられるヘ

さて，‘Taleof Gareth’の全篇を通じて， Garethの virtuouslover 
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としての経歴に汚点を残すような事件が，ひとつではあるが存在する。

Garethと Lyonesは燃えさかる情熱を遂げようとして，夜中に床をとも

にしようと試みる。しかし二度にわたるこの試みは Lyonetに邪魔されて

果せない。この Garethの行動を， WilfredL. Guerinは，二人が以前に

愛の普いを交わしていたとして弁護している 110 しかし，この事件はむし

ろ， Garethの人間らしい弱さによって起ったととるべきではなかろう

か。なぜなら， Garethの恋人 Lyonesは，超自然的人物と考えられる理

由をいくつか挙げることができるからである。

Maloryは MorteDarthurを書くにあたって， Arthurianromances 

に顕著にみられる超自然的要素をできるだけ除去しようと努めているが，

‘Tale of Gareth’にはこの要素がかなり強く感じられる部分があるへ

この物語に登場する Lyones,Lyonet, Morgauseの三人の女性は，究極的

には源を同じくする超自然的人物から派生した分身で、あると推測できる。

Geo百reyof Monmouthの VitaMerlini (c. 1148）に初めてその名があ

らわれ，その後書かれた多くの Arthurianromancesで重要な役割を担

うMorgainla Fee (Morte Darthurでは Morganle Fay）がそのもと

の人物であったと考えられるのである。 Garethと Lyonesが短時間に激

しい愛におちるのは，やはり Morgain la Fee のもつ超自然的票質のひ

とつのあらわれとみることができょう。生身の人間である Garethが，超

自然的な存在である Lyones と最後の一線を踏み越えようとしたとして

も，決して彼の汚点とはならない。 しかし， この事件のために，彼は

Lancelot同様，現世的な意味での最高の騎士，いわゆる earthlyperfect 

knightということになり， spiritualknightでないがゆえに， Garethも

Holy Grailに接する資格が与えられないのである。

再び， Garethを中心とする Arthur王宮廷の人間関係に目を向けると，

Arthur王は，物語の最初から， Garethに変らぬ親愛の情を示し，粗野な

態度で願いごとをする Garethに対しでも，‘Myfair son’と呼びかけて

いる。 LancelotとGawainは相競うようにして Garethに親切を施すが，

その根拠が互いに異なることを Maloryは強調し， Gawainとの血縁的な

-121- ( 6 ) 



関係よりも， Lancelotと Garethとの結びつきをより高めようと意図し

ているのは，例えば次の文からも窺われる。

But as towchyng sir Gawayne, he had reson to proffer hym 

lodgyng, mete, and drynke, for that pro妊ercom of his bloode, 

for he was nere kyn to hym than he wyste o旺； butthat sir 

Launcelot ded was of his grete jantylnesse and curtesy. (Works, 

295. 31-35) 

Lancelotのもつ，‘gretejantylnesse and curtesy’とし、ぅ美徳は， Gareth

の‘mekeand mylde’（Works, 296. 2）とし、ぅ性格と対比されよう。こ

の‘mekeand mylde’という setphraseは MarteDarthur中ではも

う一度，‘TheFair Maid of Astolat ’の episodeにあらわれるが，そこ

でも Lancelot自身の言葉によって Garethに与えられている (Works, 

1088. 34-1089. 3¥0この部分は sourceの LaMort le Roi Artuにはな

く， Maloryの additionと考えられる。それ程 Maloryは， Garethの

characterization には意を用いているのである。

Garethが望みどおりに Lancelotの手によって騎士にしてもらうと，

二人の関係は，騎士道の提によってより強固となる。その結果， Camelot

崩壊の主因にまで深く関連してし、く。 LancelotとGuinevereのadultery

に対して Garethは批判的であった。また Gawainの Lancelotへの復讐

心によって， denouementは加速度的に進行するが，この執念深い Gawain

の復讐心を Garethがひどく嫌っていた事実は，‘Taleof Gareth’の中

に既に認めることができる。

For evir aftir sir Gareth had aspyed sir Gawaynes conducions, 

he wythdrewe hymself fro his brother sir Gawaynes felyshyp, 

for he was evir vengeable, and where he hated he wolde be 

avenged with murther : and that hated sir Gareth. (Works, 360. 

32-36) 

血

次にこの物語の中で Maloryが扱っている‘gentilesse’について考え
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てみる。‘TheWife . of Bath’S Tale ’の中で Chaucerが sententiaと

して示したのは，真の高貴さ‘gentilesse’とは，生れつきの家柄血統や財

産によるものではなく，高貴な行為をする者が高貴なのだとし、う議論であ

ったへところが一方， Maloryは，高貴さと優れた武勇は，生来の正し

い血統に付随する車の両輪だと主張しているように思われる。 L、し、かえれ

ば，高貴な血統を有する者は，必らず武勇や礼節の点でも勝れていること

になる。

Garethは KingLot of Orkneyの第四嫡出子であり， Gawainの末弟

でもある。よって Garethは生れっき高貴なのである。しかし‘Taleof 

Gareth’では，この若者は自らの高貴な家柄を簡単には披濯しない。自己

の力が，数々の試練を通して，他人の眼前で証明された時はじめて，自分

の素性を明らかにするのである。

Arthur王の宮廷に予告なしに押しかけてきたみすぼらしい姿のGareth

をみて， Arthur,Gawain, Lancelotは，実は実貴な生れの若者ではない

かと想像するヘ彼等自身が由緒正しい出身であるため，他人の生れにつ

いても直観的に判断できるのであろう。 Garethが自己の identityを明ら

かにすべき相手は他にも大勢おり，彼が Arthur王に三つの願い事をする

のも，その目的のためであるo すなわち，自らすすんで困難や試練の場に直

面し，それらに打克つことによって，名実ともに優れた騎士であることを

認めさせようとし、う狙いで，これは Arthurianromancesの常套手段の

ひとつといえよう。 Garethは第一の要求が受入れられて，一年間宮廷に

とどまって， Beaumainsなどと Kayに馬鹿にされながらも勤めに励むが，

‘meke and mylde’な彼の virtueは Kayには通用せず，挙句の果ては

戦いを挑まれて，力で自らを示す。

第二の願いとして与えられた冒険は， Garethの武勇を発揮するよい機

会となる。そしてこの官険の旅の道案内に立つ Lyonetは，彼に対して繰

返し試練を課す教師の役を果す。この点にも， Arthurianromancesによ

く見受けられる‘educationof the hero ’ とし、う主題を読みとることが

できる 150 
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第三の願いはすぐ成就する。 Garethは Lancelotとの戦いを引き分け

に持ちこんだために，換言すれば， Garethの武勇を十二分に発揮したか

らには，もはや素性を隠し続ける必要はない。 Garethの高貴な血統を知

った Lancelotはひときわ満足し，喜んで Garethを騎士に叙するので

ある。

‘A, sir, I am more gladder of you than I was, for evir me 
thought ye sholde be of grete bloode, and that ye cam nat to 

the courte nother for mete nother drynke.’（Works, 299. 29-31) 

Garethが Lyonetとともに冒険を求めて続ける旅では，彼が前に立ち

はだかる敵を倒すたびに， Lyonetから‘kychynknave ’とか，‘fyeuppon 

the’などとののしられる。 RobertH. Wilsonが指摘しているようにへ

‘Tale of Gareth’では他の‘TheFair Unknown ’groupの物語とは異

なり，乙女の主人公に対する侮蔑の言葉はかなり長い間続く 170 Garethは

これにじっと耐えしのび，その結果， Garethの寛大さという徳の高い性

格が浮び上ってくるのである。 ここでも，乙女 Lyonet は‘education

of the hero ’の教師役を立派に果すことになる。 Garethは彼女に対して，

ある時は，

‘ye may sey what ye woll, but whomsomever I have ado withall, 
I trust to God to serve hym or I and he departe, and therefore 

I recke nat what ye sey, so that I may wynne your lady.' 

(Works, 302. 19-22) 

といい，またある時は次のようにさえ答える。

‘With all my wyll，’ seyde he，‘I forge百hityou, for ye dud 

nothyng but as ye sholde do, for all youre evyll wordys pleased 

me. (Works, 313. 15-17) 

ここに至って初めて，武勇と寛大さは高貴さと合致する。そして，この後

に続く場面では，高貴さが騎士としての Garethの力を十分に発揮させる

のである。 EdmundReissはこれを paradoxと呼んでいるが18，むしろ

この部分は， Garethを名実ともに第一級の円卓の騎士に仕立てあげるた
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めの，必要不可欠な手続きと呼んで差支えないだろう。今迄手合わせをし

た騎士達の内で最強の RedKnight of the Red Landsと戦おうとする

Garethに対して，城の貴婦人 Lyonesは，小人を介して次のような伝言

を送る。

Also pray hym [i.e. Gareth] that he be of good herte and corrage 

hymself, for he shall mete with a full noble knyght, but he is 

nother of curtesy, bounte, nother jantylnesse; for he attendyth 

unto nothyng but to murther, and that is the cause I can nat 

prayse hym nother love hym.' (Works, 318. 22-26) 

ここで RedKnightは，確かに立派な騎士には違いないが，礼節と寛大

さと高貴さを具えていないことが明瞭となるo一方 Garethは，あらゆる

徳の点で，完壁な騎士であることを自らの手で証明してしてきた。午前中

には七人力の怪力を発揮するといわれる RedKnightを相手に， Gareth

は乙女 Lyonetの制止をきこうとしなし、。

.. and he were as good a knyght as ever was ony I shall never 

fayle hym in his moste myght, for other I woll wynne worshyp 

worshypfully othir dye knyghtly in the felde.’（Works, 321. 5-8) 

この言葉からはGarethの自覚と，潔癖な態度がよく汲みとれる。二人の戦

いで， Garethが悪戦苦闘の末勝利を収めるのは，結局，彼がRedKnight 

よりも高貴であったからに他ならなし、。戦いに敗れて恵みを乞う Red 

Knightに対して， justiceの観点からは止どめの一撃を見舞うべきだと考

える Garethも，女性の依頼によってこのような乱暴な行動に出たという

Red Knightを条件付きで許してしまう。ここには Garethの女性に対す

る courtlymannerが窺える。この点では， Garethは長兄 Gawainと異

なり，自己の行動を律するに充分な理性の持主であるヘ

Garethはこれまで，何人かの相手に個人的には素性を明かしたが，い

よいよ Arthur王の前で，公けに identityを明らかにする計画を練る。

彼は恋人 Lyonesを Arthur王のもとに派遣して， tournamentを開催さ

せる。そして自ら変装してこの槍試合に出場し，大活躍する。 Garethの

巧
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数々の勝利の後，伝令官が，彼の helmetにその名が刻みこまれているの

を発見して，「彼こそ SirGareth of Orkney Jと触れ回った時， Gareth

の prowessとnobilityは， Arthur王宮廷で公式に認められたことにな

る。だが Garethは， tournamentの会場から素早く身を隠してしまう。

彼にはもう一人，闘うことによって自己の武勇を証明すべき相手が残って

いる。長兄 Gawainであるo Bensonが指摘しているように，‘TheFair 

Unknown ’groupでは，主人公とそれにごく近い親族者によって，最後

の戦いがおこなわれる 200 この物語では， GarethとGawainが争ってい

る時， Lyonetが止めに入って，二人の身元を告げて，引き分けに終らせ

る。ここでも Lyonetは教師の役目を努めている。 Garethは冒険の初め

に Lancelotと引き分け，終りに Gawainと引き分けたことになる。こう

して Garethは武勇と高貴さという点において，この二人に互して決して

ひけをとらぬ，立派な円卓の騎士であることが証明されたので、ある。

IV 

以上のことから， Maloryが‘Taleof Gareth’を書くにあたって，一

つの点を特に強調したことが理解できる。ひとつは，愛の結末は結婚だと

いう，フランス的な αmourcourtoisとははっきり異なる恋愛観を提示し

た点であり，もうひとつは，騎士の性格の中では，高貴な血統と武勇の誉

れは常に比例して存在するという点である。 Maloryはこれらの senten-

tiaeを示すことによって， Garethを Arthur王宮廷における最高の騎士

の一人に高め，後に重要な motifとなる LancelotとGareth,Gawainと

Garethの関係を生み出している。 Maloryがこの点をはっきり自覚して

物語を作っていることは，例えば，‘Taleof Gareth’の中の次の言葉か

らも理解できる。

Lorde, the grete chere that sir Launcelot made of sir Gareth 

and he of hym ! For there was no knyght that sir Gareth loved 

so well as he dud sir Launcelot ; and ever for the moste party 

he wolde ever be in sir Launcelottis company. (Works, 360. 28-31)21 
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Garethが Arthurianromancesの中で，これ程重要な騎士としての位

置を占めるに至ったのは，それ以前の Arthurianromancesを集大成し

たといってよい，この MorteDarthur に初まるだろう。フランス語の

sourcesにおける Garethに対応する人物は Gaheriezであるが22, Gahe-

riezという cas-sujetとその cas-regimeの Gaherietは，時として混乱

して用いられている。しかし Maloryは GaherisとGarethの二人の兄

弟の spellingを混乱しないような形で用いている230 

Morte Darthur中の Garethは作者 Maloryが最も愛着をもって描き

出した騎士の一人で、ある。この Garethを， Maloryは，ゲルマン的武士

道の性格と，ロマンス的騎士道の性格の両方を少しずつ合わせもつ，いわ

ばふたつの性格を部分的に折衷したきわめてユニークな騎士に作りあげて

いる。これを Maloryにおける Englishnessと呼ぶことが，あるいは許

されるかもしれない。 Garethは一方で，イギリスの伝統的な頭韻詩の流

れを汲むprowessとloyaltyの精神をもち，他方， romanceに特有な love

とαventureの要素を体現している。しかし Garethは，一方で， Nibelun-

genliedをはじめとするゲルマン詩にみられる vengeanceの思想には懐

疑的な態度をとり， また他方，彼の恋愛はフランス的な αmourcourtois 

ではないことに注目せねばならない。しかも，女性に対して礼節をつく

し，弱者に対して慈悲深いという点では， Garethの行動は Arthur王が

定めた円卓騎士団の綱領に従っている。

than the kynge stablysshed all the knyghtes and gaff them rychesse 

and londys ; and charged them never to do outerage nothir mour-

thir, and allwayes to fie treson, and gy妊 mercyunto hym that 

askith mercy, uppon payne of forfiture rof their] worship and 

lordship of kynge Arthure for evirmore; and allwayes to do 

ladyes, damesels, and Jantilwomen and wydowes [socour :] 

strengthe hem in hir ryghtes, and never to enforce them, uppon 

payne of dethe. Also, that no man take no batayles in a wronge-

full quarell for no love ne for no worldis goodis. (Works, 120. 

15-24)24 
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Maloryの意図を図式化すれば，ゲルマン的な Gawainの性格とフランス

的な Lancelotの性格を両極端とする直線の内部に， Garethの性格を位置

づけ，心情的には Lancelotに近い性格を与えたといえよう。 Garethは，

Lancelotが最も愛した騎士で、あったのみならず， Maloryのmostbeloved 

knightでもあったのである。

付記

本稿は，昭和 47年7月 15日の中世英文学談話会（於東京教育大）における

口頭発表をもとに，加筆・修正を施したものである。
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